


    悩み

     病気もちの夫の世話を私1人がしており、私の体が弱くなることで夫の世話ができなくなることが心配だ。 


    助言

    
              【自分だけで抱え込まない】




  
  これまで長年連れ添ってきた配偶者(パートナー)の体を気遣い、支えてこられたのだと思います。お歳を重ねるにつれ、体力の衰えを感じておられるかもしれません。余力が少なくなっている状況で、介護される方、介護する方のどちらかが体調を崩してしまうと、相手にかかる負担が大きくなり、最終的にこれまで成り立っていた介護のバランスが乱れて、立て直すには時間がかかります。
そうならないために、ご夫婦が良好な状態を長く続けられるように整えることが大切です。ご家族での役割分担や、介護サービスについて、家族で話し合ってみてください。利用できる制度などは、病院の相談窓口や、お住まいの市町村役場の担当部署で相談できます。


  




              【心身を整える】




  
  あなたが大切に思っている配偶者(パートナー)の存在は、あなたの回復の意欲にも大きく影響すると思います。そして、あなたが配偶者のことを心配しているのと同じように、配偶者もあなたのことを心配していると思います。心身両面のすこしのゆとりから、相手を思いやる気持ちが生まれてきます。
夫の世話をしたい気持ちはあるのに、体力がついていかないときは、あなたの体の調子を整えることが先決です。体調をみながら出来る範囲で家事や介護を行い、決して無理をしないようにしてください。


  




    



OEBPS/Images/cover/img_1751632032.png
Webhk
BALEZTFHIRQRA






OEBPS/Images/ldo_center2.png





